
別記様式

物品等の名称及び 特殊車両オンライン申請システム運用保守業務
数量

契約担当官等の氏 支出負担行為担当官　関東地方整備局長　泊　宏
名並びに所属する 埼玉県さいたま市中央区新都心２番地１
部局の名称及び
所在地
契約締結日 平成30年4月2日

契約の相手方の 株式会社　エヌ・ティ・ティ・データ  第一公共事業本部e-コミュニティ事業部
氏名及び住所 東京都江東区豊洲３－３－９

契約金額 ￥１４，９９０，４００円（税込み）
（消費税及び地方
消費税含む）
予定価格 ￥１４，９９６，９７９円（税込み）
（消費税及び地方
消費税含む）

随意契約によるこ
ととした理由

　　　備　　　　　考 会計法第29条の３第４項　　予決令第102条の４第３号

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに
　　　　備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。
　　２．予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と記載する。

随意契約結果書

本業務は、道路の構造を保全し、又は交通の危険を防止するために行う特
殊車両通行許可事務の円滑な運用に寄与するため、現在稼働している特殊
車両オンライン申請システムにおける利用者への運用支援及びシステム監
視を目的とした運用業務、並びにアプリケーションに関する技術支援を目的
とした保守業務を行うものであり、大型車両の通行の適正化を図るものであ
る。
特殊車両オンライン申請システム運用保守業務においては、「Ｈ３０特殊車両
オンライン申請システム運用保守業務」として発注手続きを行ったが不調と
なった。
これによる再発注手続きにより約２ヶ月程度の契約の遅れが発生する見込
みであるが、開庁日における利用者からの電話又はメールによる問合せ対
応及び日常のシステム監視作業については、年間を通じて切れ目なく行う必
要がある。
また、システム利用者への影響を最小限とするためには、緊急時及び障害発
生時等における速やかな対応に備えた保守体制を確保しておく必要がある。
ただし、今回においては通常の一般競争のように各業者が体制等の準備を
する時間が無い。
上記相手方は、現在、「平成２９年度特殊車両オンライン申請システム運用
保守業務」を履行しており、現在稼働している特殊車両オンライン申請システ
ムに精通し、会社として、利用者からの問合せ体制、システム監視体制、保
守体制も既に確立されていることから、今回の業務を平成３０年４月１日から
確実に履行出来る者であるため、下記法令により、上記相手方と随意契約を
締結するものである。


